



































































































A 短期大学幼児教育学科平成 27 年度卒業生及び
その就職先の保育所等の園長
（ 2 ）実施時期
平成 28 年 9・10 月
（ 3 ）調査方法
1 ．対象：平成 28 年度新任保育者 20 名
訪問園：B 市 4 園、C 市 12 園、D 市 1 園、E 市
　　　　3 園　　合計 20 園
2 ．方法：平成 28 年に B 市、C 市、D 市、E 市に









































3 ．保育歴 5.6 年以上の職場で活躍している保育者
－48－
研究論文











1 ．子ども理解　　　　 6 ．会議・研修等
2 ．保護者対応　　　　 7 ．書類・記録の量
3 ．保育者同士の関係　 8 ．処遇







1 ．人間関係　　　　　 5 ．適性
2 ．仕事内容　　　　　 6 ．体力
3 ．仕事量　　　　　　 7 ．プライベート
4 ．処遇　　　　　　　 8 ．その他（自由記述）
2 ）．乗り越えることができた理由
1 ．十分な指導・援助　 5 ．自分の成長
2 ．子どもが可愛い　　 6 ．環境の変化
3 ．責任感　　　　　　 7 ．その他（自由記述）
4 ．慣れてきた　
3 ）．やめたいと思わない理由
1 ．十分な指導・援助　 5 ．適性
2 ．子どもが可愛い　　 6 ．考える余裕がない












































































人が 10 名で、あまり（ない）と答えた人が 1 名いた。
③職場で指摘されることが多いには、非常に（多
い）と答えた人は 0 名である。かなり（多い）は 2 名、























28 年 9 月 20 日、本人と二人で面談を行った。
・担当年齢、職員構成
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5 ） 榎沢良彦（2016）『保育学講座 4 保育者を生き
るー専門性と養成』東京大学出版会、p.17
－55－
しなやかな保育者になるために

